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学術活動強化委員会委員長殿


　Ｅ）学校活動おける農芸化学の普及活動・事後報告書　　　　　　　　　
	普及活動等の名称
	高校生による研究発表会 —化学、生物、環境—
主催：日本農芸化学会２００６年度大会実行委員会

	開 催 日 時
	平成 18 年　3　月　26　日（日）　10:00　時から　16:00　時まで

	開 催 場 所
	日本農芸化学 2006 年度大会（京都女子大学）展示会場

	開催の状況報告（詳しくお書き下さい）


	農芸化学会 2006年度大会の初日にあたる3月 26日（日）、一般講演やシンポジウムと並行する形で、高校生による研究発表会（ポスター発表）が行われた。総数 29 件（参加校数は 18 校）のポスター発表が行われ、約２時間（12:00 〜 14:00）のコアタイムを中心に、午前 11:00 過ぎから 、ポスター撤収時刻の16:00 ぎりぎりまで熱心な討論が続き、ポスター会場への一般参加者の来訪者数は400 名を超え、盛況のうちに終了した。午前 10:00 から総合案内で受付を開始、ポスターを携えた高校生および引率教員が続々と集まり、参加証とスケジュールを渡して展示会場内（体育館）のポスター会場へと案内、各グループごとにポスター貼付け、早めの昼食をはさんですぐにポスターセッションが始まった。当初、12:00 〜 14:00 までの２時間のコアタイムを設け、ポスター番号の奇数・偶数によって交代で１時間ずつのポスター発表を予定していたが、ポスターを張り出すとすぐに、早めに会場を訪れた一般参加者からの熱心な質問が相次いだため、なし崩し的にすべてのポスター発表が一斉に始まり、表彰式と閉会式の始まる 14:30 まで熱心な討論が続いた。そのため、後日の高校側へのアンケートでは、「ポスターおよび会場のスペースが足りなかった」という不満の声が多く寄せられ、運営上の反省材料となったが、当初の予想を大幅に上回る 29件ものポスター発表に加え、400 名を超える一般参加者が来訪して熱心な討論が４時間あまりも繰り広げられたのは、うれしい誤算であった。参加校18校の内訳は、京都市および京都府下の公立高校（７校）および私立高校（５校）に加え、岡山や姫路、群馬県、福井県、北九州市など遠方からの参加校も６校あった。ちなみに、京都市内および府内の高校については、今回の企画の協力校で、高校側の受付窓口ともなっていただいた京都府立桃山高校の加藤正宏教諭、村山保教諭を通して参加を呼びかけた結果、12 校（22 件）のポスター参加が集まったものであるが、京都府外の高校は、農芸化学会のホームページを見て自発的に応募された高校も多く、本企画への関心の高さをうかがわせた。ポスター会場では、事前に各校から集めた要旨にもとづいて「高校生による研究発表会—化学、生物、環境」と題する独自の要旨集 1000 部を用意し、会場に訪れた一般参加者および高校関係者に配布した。その中に、ポスター賞の投票用紙を用意し、参加者に自由に投票してもらった。その結果、投票総数が 400 を超えたことから、少なくとも400 名の来訪者があったことがわかったが、会場のにぎわいから、実際の参加者数は 1000 人を上回っていたのではないかと思われる。投票結果はその場で集計し、最優秀ポスター賞１件、優秀ポスター賞３件、アイデア賞５件の、合計９件のポスター賞を選出、表彰式では、大東実行委員長みずから、１件ずつ高校生に賞状を手渡し表彰した。最優秀ポスター賞には、兵庫県立大学附属高校の「カタユウレイボヤの発生に関する研究」が選ばれ、軸索動物であるホヤの卵のモザイク発生のメカニズムと卵の凍結保存についてのかなり専門的な研究内容は、ホ乳類の生殖細胞の凍結保存技術とも関連し、大学や企業の研究者の注目を集めた。その他、産業廃棄物であるおからを利用した生分解性苗ポット、食品用抗カビシルクフィルムの作成（以上２件、九州国際大学附属高校女子部）、有害菌検出用の DNAプライマー設計（福井県立藤島高校）などが高い評価を受け、優秀ポスター賞を獲得した。アイデア賞は、高校生ならではのユニークな視点とアプローチをもった研究を中心に票が集まり、たとえば、アリジゴクの巣作り（京都府立桃山高校）、深泥池の外来種アメリカアカウキクサについての生態学的調査（京都ノートルダム女学院高校）、シュレッダーからの再生紙作り（京都府立東舞鶴高校）など、身近な題材に着想を得たユニークな研究発表が選ばれた。高校生のポスター発表とはいえ、高校生ならではのユニークな着眼点や20 年にわたる調査研究など高校でしかできないような地道な研究テーマに加え、予算や時間が限られた中でも創意工夫に満ちた研究方法によって価値を高めた研究内容には、多くの参加者が感銘を受けたものと思われる。また、研究内容もさることながら、サンプルの実物を片手に、一般参加者に積極的に話しかけ、研究成果を手際よく説明し、大学教授を相手に少しもひるむことなく堂々と議論する高校生のプレゼンテーション技術と度胸には目を見張るものがあり、いまどきの高校生の実力を垣間みる思いであった。学会に参加した大学生、大学院生からは、「そこらの院生よりずっとプレゼンがうまい」との声も聞かれ、明日の農芸化学を担う若い学生にとっては、よい刺激になったのではないだろうか。

　今回の企画は、幸いにもマスコミの注目を集め、京都新聞社、日経 BP社などの記者が会場を訪れ、学会の一般参加者と高校生がじかに接し、熱心に議論を繰り広げている様子が取材された。そのようすは、各種の新聞、ウェブ雑誌等を通じて、写真つきで広く報道されることとなった（例：3月27日付　京都新聞朝刊、ウェブ版BTJ ジャーナル（日経 BP社）2006年４月号学会ダイレクト p. 16）。いずれの報道もきわめて好意的に本企画を取り上げ、発表した高校生および教員（特にポスターを受賞した高校）にとっては大きなインセンティブになると同時に、農芸化学会にとっても、一般社会、とりわけ、高校教育界に対して大きくアピールできたことはまことに喜ばしいことである。

　本企画の直後、桃山高校の担当者の尽力により、高校生および教員を対象としたアンケート調査を実施した。その結果、高校生、教員合わせて、本企画がよかったと回答しているものが96% あまりにのぼり、高校関係者の満足度はきわめて高かったことが裏付けられた。その反面、ポスター会場や発表スペースが狭かったという不満の声が８割以上寄せられ、運営面での課題を残した。しかし、これは、当初の予想を大きく上回る参加ポスター数と、会場に訪れた一般参加者の関心の高さを物語るものであり、１回目の企画としてはうれしい誤算と考えてもよい成果である。また、アンケート調査からは、ポスター賞の重要性、ならびに、当日、味の素株式会社およびキッコーマン株式会社から特別にご供与いただいた参加賞品が高校生および教員からは大変感謝をもって受け取られ、農芸化学会における研究発表のインセンティブと好感度を上げることに大きく貢献したことが読み取れた。また、本企画が多くの来訪者を集め成功した要因の一つに、ポスター会場の設定を忘れてはならない。展示会場の一角で、しかもドリンクコーナーや書籍販売が併設されていたおかげで、より多くの、特に若い学生を中心とした一般参加者をポスター会場に呼び込むことができた。また、高校生自身や高校教員も、発表の合間に、農芸化学会ならではの充実した企業展示ブースを見学したり、無料ドリンクを楽しんだり、農芸化学会の独特の雰囲気を感じていただけたのではないかと思う。

　今回の高校生の研究発表では、環境や生物を強く意識し、基礎研究ばかりでなく身近な題材を使った「目からウロコ」的な応用研究がたくさんあり、図らずも農芸化学にぴったりとも言える研究発表が多数見られた。このことは、研究内容が学会の一般参加者の興味とうまく合致し、活発な議論が行われる一因ともなった。その意味で、間口の広い農芸化学会のよさが、幅広い対象を扱う高校生の科学研究とうまくかみ合い、高校生にとっては発表しやすく、学会の一般参加者にとってもわかりやすく興味をもって議論しやすいという相性のよさを感じさせる結果となった。すなわち、高校生の研究発表の場として、農芸化学会はきわめて適しているのではないかという印象をもった。これは比較的専門分野の狭い他の学会にはない大きなメリットの一つで、今後、農芸化学会が高校生に発表の場を提供する一つの鍵になると思われる。

　今回の企画において、高校教育界における「農芸化学」の知名度を上げ、バイオサイエンス・バイオテクノロジーを主体とした「農芸化学」に対する高校生及び高校教員の認識を深めるという当初の目的は十二分に果たされたものと確信している。しかし、それだけにとどまらず、全国レベルの大きな学会において発表の機会を提供することで、高校生（ならびに高校教員）に多大なインセンティブと夢を与え、プレゼンの技術を磨き、さまざまな人との出会いの場を提供することで若い世代の科学教育ならびにバイオサイエンスの普及と啓蒙活動に貢献するという重要な役割を果たしていることを忘れてはならない。さらに、高校生の立派な研究発表は、現役の大学生、大学院生にとっても大いに刺激的で、双方にとって高い教育的価値がある。このように、学会における高校生の研究発表は、農芸化学会および高校の双方にとって高いメリットがあり、そのための資金的援助は、今後も是非とも続けていただきたい。農芸化学の学校現場への普及活動としては、最も費用対効果の高い企画の一つになっていくのではないかと思われる。ただし、この規模のポスター発表を企画・運営するには、最低でも数十万円の資金が必要で、今回は、関西支部および大会実行委員会から、合わせて54 万円あまりの補助を得て企画を遂行することができた（補助金の支出明細参照）。

　最後に、高校における「農芸化学」の知名度が上がり、「農芸化学」の名前が高校関係者や高校生に浸透したとして、それが大学進学の際に、農芸化学関係の学部、学科の選択につながるかどうかは今後の課題である。全国の大学から「農学部」あるいは「農芸化学科」という名前が消失しつつある現状をふまえると、進路指導においてどの学部・学科が「農芸化学」に該当するのか、高校関係者にはきわめてわかりづらいのが現状だろう。より多くの高校生を農芸化学分野にリクルートし、優秀な次世代を育成するという目的のためには、多くの構造的な問題が残されているといっても過言ではない。しかし、今回の企画は、その第一歩として、まずは「農芸化学会」の名を学校現場に普及させ、農芸化学会がどういう学会であるのかを、高校関係者に具体的に知らしめるという意味では、その役割を十分に果たすものであったことをご報告申し上げたい。

	補助金の支出明細（項目別にお書き下さい）


	入金：300,000円

支出：300,000 円
（以下、入金分の支出内訳）

発表募集パンフレット印刷　　58,800 円

文具類　　　　　 　　27,353 円

要旨集印刷費　　　　162,750 円

表彰状送付代　　  　　3,800 円

会場設営費（一部）　 47,297 円
　　　　　　計：　　300,000 円

（その他からの収入）

関西支部からの補助　　　　355,000 円

大会実行委員会からの補助　185,323 円

（全体支出内訳）

発表募集パンフレット印刷　　58,800 円

文具類　　　　　 27,353 円

高校生交通費　　221,800 円

要旨集印刷費　　162,750 円

会場設営費　　　365,400 円

表彰状送付代　　  3,800 円

振込手数料　　　    420 円

合計：　　　　　840,323 円


· 紙面不足の場合は別紙に記し添付してください。
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